
地
域
の
中
核
病
院
に
と
っ
て
高
齢
者

救
急
に
お
け
る
大
き
な
課
題
と
な
る
の

が「
出
口
」問
題
だ
。
こ
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
横
浜
市
立
み
な
と
赤
十

字
病
院
で
は
近
隣
の
20
病
院
と
連
携
協

定
を
締
結
し
、
円
滑
な「
下
り
搬
送
」

の
実
現
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

将
来
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
見
据
え 

い
ち
早
く
下
り
搬
送
に
取
り
組
む

横
浜
市
中
区
に
あ
る
横
浜
市
立
み
な

と
赤
十
字
病
院
は
、
市
内
で
最
も
多
く

の
救
急
車
を
受
け
入
れ
て
い
る
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
、
同
市
中
部
の
基

幹
病
院
だ
。
主
に
同
市
の
中
心
部
で
あ

る
中
区
、
南
区
、
西
区
、
磯
子
区
の
救

急
医
療
の
中
核
を
担
い
、
厚
生
労
働
省

が
公
表
す
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
充
実

段
階
評
価
で
は
6
年
連
続
Ｓ
評
価
を
獲

得
。
小
児
救
急
や
精
神
科
救
急
に
も
対

応
し
、
２
０
２
３
年
度
の
救
急
車
受
入

数
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
1
万
４
４

４
９
台
を
誇
る
。

救
急
車
で
の
搬
送
患
者
の
入
院
率
は

4
割
程
度
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
う
ち

の
6
割
は
70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
さ

図１　「医療連携に関する協定書」

多
様
な
視
点
か
ら
描
く

高
齢
者
救
急
の
現
在
地
と
将
来
像

需
要
増
が
見
込
ま
れ
る
高
齢
者
救
急
の
体
制
づ
く
り
は
、
受
け
入
れ
る
側
だ
け
で
な
く
、
搬
送
先
を
含
め
た
地
域
全
体
の
課
題
で
あ
る
。

高
度
急
性
期
病
院
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
有
す
る
地
域
密
着
型
病
院
、
さ
ら
に
在
宅
医
療
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
光
を
あ
て
、

高
齢
者
救
急
を
拡
充
し
て
い
く
た
め
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
や
実
際
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

ら
に
80
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
も
約
4

割
に
上
る
。
横
浜
市
の
65
歳
以
上
人
口

の
ピ
ー
ク
は
２
０
４
７
年（
１
２
２
万

７
０
０
０
人
）と
試
算
さ
れ
、
今
後
、

い
っ
そ
う
高
齢
者
救
命
救
急
の
需
要
が

増
大
し
て
い
く
の
は
確
実
だ
。
将
来
の

救
急
医
療
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
て
、
救
命

救
急
医
療
を
柱
と
す
る
同
院
で
は
２
０

２
３
年
下
期
か
ら「
下
り
搬
送
」に
力

を
入
れ
て
い
る
。

下
り
搬
送
と
は
、
救
急
外
来
を
受
診

し
た
患
者
や
、
病
棟
で
入
院
後
３
日
以

内
の
患
者
を
対
象
に
、
連
携
す
る
他
の

医
療
機
関
で
も
対
応
可
能
と
判
断
す
る

患
者
を
転
院
搬
送
す
る
取
り
組
み
で
あ

レポート

高
度
急
性
期
病
院
の
役
割

近
隣
病
院
と
連
携
協
定
を
結
び「
下
り
搬
送
」を
推
進

地
域
全
体
の
救
急
体
制
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る

横
浜
市
立
み
な
と
赤
十
字
病
院（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

Report 1

病院長の大川淳氏。「下り搬送の仕組みづくりが必要」と、連携協定締結など
を進めてきた

る
。
今
後
急
増
が
見
込
ま
れ
る
高
齢
者

救
急
へ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
、
２
０

２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
こ
の

下
り
搬
送
を
評
価
す
る「
救
急
患
者
連

携
搬
送
料
」が
新
設
さ
れ
た
の
は
周
知

の
通
り
だ
。

「
２
０
２
３
年
４
月
に
着
任
し
、
約
半

年
間
、
院
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
精

査
し
て
い
っ
た
結
果
、
重
症
患
者
さ
ん

を
よ
り
多
く
受
け
入
れ
る
た
め
に
患
者

さ
ん
を
速
や
か
に
次
の
病
院
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
後
方
連
携
の
強
化
、
さ
ら

に
い
う
と
下
り
搬
送
の
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。
当
時
は

ま
だ
中
医
協
で
具
体
的
な
議
論
が
行
わ

れ
る
前
で
し
た
が
、
下
り
搬
送
に
向
け

て
準
備
を
し
て
き
た
こ
と
が
奏
功
し
、

結
果
的
に
救
急
患
者
連
携
搬
送
料
も
ス

ム
ー
ズ
に
算
定
で
き
ま
し
た
。
こ
の
１

年
間
で
算
定
数
は
１
５
０
超
に
な
っ
て

い
ま
す
」と
、
同
院
院
長
の
大
川
淳
氏

は
話
す
。

公
式
に
連
携
協
定
を
結
び 

シ
ス
テ
ム
的
な
連
携
に
着
手

同
院
は
地
域
医
療
支
援
病
院
で
あ

り
、
従
前
か
ら
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
を
進
め
て
い
た
が
、
患
者
の
紹

横浜市立みなと赤十字病院
所在地　神奈川県横浜市中区新山下３丁目12−１
病床数　624床（一般病床584床、 精神病床40床）
診療科　�脳神経内科、脳神経外科、循環器内科、心臓血管外科など36診療科

介
・
逆
紹
介
業
務
は
、
医
療
連
携
セ
ン

タ
ー
の
看
護
師
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
築
い
た
地
域
の
医
療
機
関

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
お
よ
び
パ
ー
ソ
ナ
ル

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
て
い
た
。

「
よ
り
適
切
か
つ
円
滑
な
下
り
搬
送
を

継
続
的
に
行
う
た
め
に
は
、
個
人
的
な

関
係
性
に
委
ね
な
い
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な

仕
組
み
が
必
要
」と
考
え
た
大
川
氏
が

企
画
し
た
の
が
、
連
携
相
手
と
な
る
病

院
と
公
式
に
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
実
現
に
向
け
て
連
携
先
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
医
療
連
携
の
目

的
や
連
携
協
力
事
項
、
連
携
体
制
を
定

め
た「
医
療
連
携
に
関
す
る
協
定
書
」

（
以
下
、協
定
書
）を
作
成
し
た（
図
１
）。

大
川
氏
は
、
副
院
長
兼
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
長
の
武
居
哲
洋
氏
や
医
療
連
携
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
連
携
し
て

い
る
病
院
を
直
接
訪
問
し
、
そ
の
意
図

を
説
明
し
て
回
っ
た
。
現
在
は
近
隣
の

20
病
院
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
は
治
療
を
終
え
た
患
者
さ

ん
を
紹
介
す
る
と
い
う
連
携
で
し
た

が
、
協
定
書
に
は『
別
記
１
に
掲
げ
る

患
者
で
、
乙（
横
浜
市
立
み
な
と
赤
十

字
病
院
）か
ら
甲（
連
携
先
の
病
院
）へ

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
直
接
転

院
あ
る
い
は
入
院
病
棟
か
ら
の
転
院
に

関
す
る
事
項
』と
、
下
り
搬
送
に
関
す

る
連
携
事
項
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

地域で取り組む高齢者救急の体制づくり特集
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す
。
別
記
１
に
は
、
当
院
に
救
急
来
院

後
、
重
篤
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
入
院

加
療
が
必
要
な
可
能
性
の
あ
る
患
者
さ

ん
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
」と
、
大
川
氏

は
説
明
す
る
。
下
り
搬
送
の
対
象
と
す

る
具
体
的
な
疾
患
例
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
救
急
部
と
各
診
療
科
の
担
当
医
が

話
し
合
っ
て
決
定
し
た（
図
２
）。

「
脊
椎
圧
迫
骨
折
な
ど
他
の
医
療
機
関

で
も
対
応
可
能
な
場
合
に
は
す
ぐ
に
転

送
し
、
高
齢
者
の
慢
性
心
不
全
の
増
悪

や
感
染
症
で
敗
血
症
な
ど
命
に
か
か
わ

る
可
能
性
が
あ
り
う
る
も
の
に
関
し
て

は
１
～
２
日
間
、
様
子
を
見
て
搬
送
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
、
大
川
氏

は
語
る
。
な
お
、
患
者
の
転
院
搬
送
業

務
に
つ
い
て
は
自
院
に
救
急
救
命
士
が

い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
自

院
の
医
師
や
看
護
師
が
同
乗
し
て
い
た

ほ
か
、
救
急
救
命
士
に
よ
る
転
院
搬
送

専
門
企
業
と
も
連
携
。
現
在
は
新
た
に

常
勤
の
救
急
救
命
士
を
2
人
雇
用
し
、

彼
ら
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

連
携
先
の
経
営
も
考
え
て 

症
例
を
紹
介

同
院
が
積
極
的
に
下
り
搬
送
に
乗
り

出
し
た
こ
と
は
、
近
隣
の
中
小
病
院
に

と
っ
て
も
都
合
が
よ
か
っ
た
。
２
０
２

４
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
医
師
の
働
き

方
改
革
を
受
け
て
、
休
日
夜
間
の
救
急

体
制
を
維
持
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た

か
ら
だ
。
実
際
、
同
年
４
月
以
降
、
同

院
の
休
日
夜
間
の
救
急
搬
送
は
増
加
。

体
制
の
手
薄
な
休
日
夜
間
の
高
齢
者
救

急
は
同
院
に
引
き
受
け
て
も
ら
い
、
体

制
の
整
っ
て
い
る
昼
間
に
患
者
を
受
け

取
る
と
い
う
仕
組
み
は
、
連
携
先
に

と
っ
て
は「
渡
り
に
船
」と
い
え
る
。

「
急
性
期
病
院
に
と
っ
て
経
営
的
に
最

も
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
の
は
手
術

で
あ
り
、
厳
し
い
休
日
夜
間
の
救
急
医

療
を
行
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
の
手

術
前
の
患
者
さ
ん
を
集
め
る
と
い
う
狙

い
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
連
携
先

の
病
院
に
と
っ
て
、
手
術
前
の
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
下
り

搬
送
は
経
営
的
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
下
り
搬
送
し
て
い

る
患
者
さ
ん
の
な
か
に
は
、
当
院
で
手

術
で
き
る
患
者
さ
ん
も
一
定
程
度
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
医
療
の
全
体
最

適
化
と
い
う
大
局
的
な
観
点
に
立
つ

と
、
積
極
的
に
下
り
搬
送
を
推
進
し
、

自
分
た
ち
は
最
後
の
砦
と
し
て
の
機
能

を
担
う
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」と
、
大
川
氏
は
強
調
す
る
。
下
り

搬
送
の
さ
ら
に
先
の
世
界
と
し
て
、
高

度
急
性
期
病
院
か
ら
診
療
所
ま
で
地
域

の
医
療
機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る

「
理
想
は
電
話
一
本
で
患
者
さ
ん
の
病

期
に
合
わ
せ
て
、
あ
た
か
も
院
内
の
病

棟
を
移
る
か
の
よ
う
に
各
病
院
間
を

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
手
軽
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
体
制
の

構
築
で
す
」（
大
川
氏
）

下
り
搬
送
へ
の
意
識
改
革
と 

総
合
診
療
科
の
新
設

２
０
２
４
年
、
同
院
で
は
ブ
ラ
ン
ド

ス
ロ
ー
ガ
ン「
も
し
も
を
守
る
。
い
つ

も
へ
つ
な
ぐ
。」を
新
た
に
制
作
し
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
を
通
じ
て
院
内
外

に
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
下
り
搬
送
の
推
進
に
一
役
買
っ
て
い

る
。「
自
分
た
ち
の
立
ち
位
置
を
内
外

に
示
す
た
め
に
、
職
員
と
経
営
層
が
一

体
と
な
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
っ
て
ま
と
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

下
り
搬
送
に
関
し
て
は
当
初
、
院
内
の

医
師
の
認
識
不
足
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
ま
と
め
る
過

程
で
当
院
の
提
供
で
き
る
価
値
や
今
後

の
方
向
性
な
ど
を
院
内
全
体
で
見
つ
め

直
す
と
と
も
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
救
急
医
療
を
含
め
て
急
性
期

の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
、
速
や
か
に

日
常
へ
と
戻
す
と
い
う
意
識
づ
け
に
な

り
、
こ
の
意
識
が
下
り
搬
送
の
取
り
組

み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」と
、
大
川
氏
は
説
明
す
る
。

同
院
で
は
高
齢
者
救
急
を
強
化
す
る

一
環
と
し
て
２
０
２
４
年
４
月
に
、
特

定
の
臓
器
や
疾
患
に
限
定
せ
ず
に
患
者

の
全
身
を
診
る
総
合
診
療
科
を
開
設
し

た
。
複
数
の
疾
患
を
持
つ
高
齢
救
急
患

者
を
速
や
か
に
下
り
搬
送
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
診
療
科
の
枠
を
超
え
た
医

師
に
よ
る
診
療
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
に
な
る
か
ら
だ
。

「
総
合
診
療
科
は
救
急
科
や
内
科
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
領
域
を
持
っ
た
医

師
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
診
療
技
術
を
生
か
し
た
幅
広
い
領

域
に
ま
た
が
る
治
療
を
効
率
よ
く
行
う

こ
と
が
可
能
で
、
複
数
の
疾
患
を
持
つ

高
齢
者
を
診
る
上
で
の
司
令
塔
と
な
る

存
在
で
す
。
院
内
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を

変
え
る
こ
と
と
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ス
ピ
タ

リ
ス
ト（
病
院
総
合
医
）の
育
成
は
、

下
り
搬
送
の
強
化
に
向
け
た
重
点
項
目

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
未
来
に
向
け
た
種
を
ま
き
な

が
ら
、
地
域
の
病
院
や
診
療
所
、
調
剤

薬
局
、
介
護
事
業
所
な
ど
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、各
イ
ン
フ
ラ
を
シ
ー

ム
レ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
地
域
住

民
の
安
心
安
全
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
、
大
川
氏
は
意
欲
を
見
せ
る
。

レポート 多様な視点から描く高齢者救急の現在地と将来像

病院のブランドスローガン「もしもを守る。いつもへつなぐ。」。
院内の至る所に掲示し、意識改革に取り組んでいる

救急患者連携搬送料
三次救急医療機関等に救急搬送された患

者について、連携する医療機関でも対応可
能と判断する場合、連携する医療機関に看
護師等が同乗して転院搬送することを評価
した点数。入院中の患者以外の患者の場合
1800点、入院１日目の患者の場合1200
点、入院２日目の患者の場合800点、入院
３日目の患者の場合600点。算定には「救
急搬送の相当の実績」「救急患者の転院体
制について、連携する保険医療機関等との
間であらかじめ協議を行っている」「連携す
る保険医療機関へ搬送を行った患者の臨床
経過について、転院搬送先から診療情報の
提供が可能な体制の整備」「搬送した患者の
病状の急変に備えた緊急の診療提供体制の
確保」の施設基準を満たす必要がある。

図２　他の医療機関でも対応可能な疾患例
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□ 脊椎圧迫骨折（破裂骨折不可）
□ 恥骨・坐折骨折・仙恥骨骨折
□ 腰椎横突起骨折
□ 上肢の骨折
□ 下腿以遠の骨折
□ 坐骨神経痛
□ イレウス
□ 虫垂炎
□ 胆のう炎

□ 慢性心不全の増悪
□ 関節や脊椎の変形性疾患
□ CS -1心不全
　 （NPPVを必要としないもの） 
□ ショックなどでい蜂窩織炎
　 もしくはうっ滞性皮膚炎
□ 誤嚥性肺炎および気管支肺炎
□ 尿路閉塞機転のない感染症
　 （気腫性 膀胱炎、腎盂炎 は除く）

□ 肋骨骨折（受傷日以降にレントゲン
で気胸の発生や増悪がないことを
確認）

□ 外傷性くも膜下出血、急性硬膜下
血腫（いずれもCTで変化のない
軽微もの）

□ 多発外傷で意識レベルの比較的保
たれているもの

□ 環境異常

医
療
法
人
笠
寺
病
院
は
10
年
ほ
ど
前

ま
で
、
多
く
の
中
小
病
院
と
同
様
に
急

性
期
機
能
が
脆
弱
化
を
た
ど
っ
て
き
た

病
院
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
転
機

と
な
っ
た
の
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や

地
域
包
括
医
療
病
棟
の
制
度
化
で
あ
る
。

「
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な
い
」と
一
念
発

起
し
て
、
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
や
転
院
搬

送
な
ど
軽
症
・
中
等
症
患
者
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
救
急
体
制
を
強
化
し
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
組
織
の
活
性
化
に
も

つ
な
げ
て
い
る
。
救
急
も
受
け
入
れ
る

地
域
密
着
型
病
院
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
病
棟
看
護
師

た
ち
の
働
き
が
大
き
い
と
い
う
。

地
ケ
ア
で
転
院
搬
送
を
受
け
入
れ 

在
宅
支
援
で
緊
急
往
診
も
実
施

２
０
１
４
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

（
以
下
、
地
ケ
ア
）の
新
設
を
機
に
、

一
般
・
療
養
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院

だ
っ
た
同
院
は
順
次
同
病
棟
に
移
行

し
、
２
０
１
８
年
に
は
全
３
病
棟
で
地

ケ
ア
へ
の
転
換
を
果
た
し
た
。
さ
ら
に

２
０
２
５
年
１
月
か
ら
は
地
域
包
括
医

療
病
棟（
以
下
、
地
メ
デ
ィ
）が
稼
働

を
開
始
し
て
い
る
。
現
在
、
地
ケ
ア
２

地域で取り組む高齢者救急の体制づくり特集
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